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は
じ
め
に

本
論
は
鎌
倉
期
の
華
厳
僧
凝
然
（
一
二
四
〇
年
～
一
三
二
一
年
）
の
晩
年
の
撰
述

で
あ
る
『
十
住
心
論
義
批
』（
以
下
「
義
批（

（
（

」）
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。『
義
批
』

は
現
在
、
大
谷
大
学
所
蔵
本
・
真
福
寺
所
蔵
本
・
高
野
山
大
学
所
蔵
本
・
東
大
寺
図

書
館
所
蔵
本
の
四
本
の
写
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
義
批
』
に
関
し
て
は
既
に
幾

つ
か
の
先
行
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
『
義
批
』
を
最
初
に
取
り
上
げ
た
先

行
研
究
と
し
て
、
小
峰
彌
彦
氏
を
中
心
と
し
た
十
住
心
論
義
批
研
究
会
の
研
究
が
あ

る
。
こ
れ
は
翻
刻
校
訂
を
基
本
と
し
た
研
究
で
『
第
四
義
批
』
全
九
巻
の
内
の
第
三

巻
ま
で
に
加
え
、『
第
四
義
批
』『
第
五
義
批
』『
第
六
義
批
』
に
記
さ
れ
る
奥
書
を

翻
刻
校
訂
し
た
研
究
で
あ
る（

（
（

。
ま
た
、
拙
稿
に
お
い
て
『
第
四
義
批
』
第
一
巻
を
取

り
上
げ
、
そ
の
中
に
説
か
れ
る
教
理
内
容
の
傾
向
を
指
摘
、
後
学
へ
の
影
響
と
し
て

江
戸
時
代
の
亮
海
撰
『
冠
註
十
住
心
論（

（
（

』
に
見
ら
れ
る
一
文
を
新
た
な
根
拠
と
し
て

提
示
し
た（

（
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
凝
然
が
真
言
密
教
を
決
し
て
軽
視
は
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
た
こ
と
に
加
え
、『
第
四
義
批
』『
第
五
義
批
』『
第
六
義
批
』

全
て
に
お
い
て
深
秘
釈
に
対
す
る
注
釈
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
推
察
し
た
。

本
論
は
前
回
か
ら
の
継
続
研
究
で
あ
り
、
引
き
続
き
『
第
四
義
批
』
第
二
巻
へ
の

考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
論
に
お
い
て
は
一
部
、
頼
瑜
（
一
二
二
六

～
一
三
〇
四
年
）
の
『
十
住
心
論
衆
毛
鈔
』
の
該
当
箇
所
を
比
較
対
象
と
し
、『
義
批
』

に
お
け
る
凝
然
の
独
自
性
を
探
る（

（
（

。

一　
『
第
四
義
批
』
第
二
巻
に
つ
い
て

先
行
研
究
に
お
い
て
既
に
、
凝
然
教
学
の
基
本
的
立
場
は
「
既
存
の
仏
教
教
学
か

ら
逸
脱
し
な
い
事
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（

（
（

。『
第
四
義
批
』
第
一
巻
の
引
用
論

書
に
『
大
乗
義
章（

（
（

』
や
『
大
智
度
論（

（
（

』
等
の
論
書
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
も
、
そ
れ

ら
傾
向
の
一
端
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
巻
は
、
第
四
住
心
の
ほ
ぼ
前
半
部
に
関
し
て
注
釈
さ
れ
た
巻
で
あ
り
主
に
、

住
心
名
の
由
来
や
声
聞
の
名
の
解
釈
等
、
第
四
住
心
の
大
綱
に
関
す
る
解
釈
を
中
心

と
し
て
い
る
巻
で
あ
る（

（
（

。
続
く
第
二
巻
は
、
第
四
住
心
に
お
け
る
教
理
解
釈
を
中
心

と
す
る
段
階
と
な
り
、
引
用
さ
れ
る
論
書
も
、『
瑜
伽
論（

（（
（

』
や
『
倶
舎
論（

（（
（

』
等
の
小

乗
教
に
直
接
関
係
す
る
も
の
が
主
と
な
る（

（（
（

。

第
二
巻
の
内
容
は
、
大
き
く
三
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
ず
第
四
住
心

第
五
の
門
と
な
る
声
聞
の
地
位（

（（
（

が
説
か
れ
る
。
次
に
『
瑜
伽
論
』
と
『
倶
舎
論
』
と

の
解
釈
の
相
違
の
概
略
が
述
べ
ら
れ
、
見
道
に
入
る
以
前
の
段
階
と
し
て
七
方
便
、

続
い
て
四
沙
門
果
、
最
後
が
小
乗
教
二
十
部
の
縁
起
並
び
に
成
立
に
つ
い
て
の
諸
説

を
説
く
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
小
乗
二
十
部
の
段
階
は
第
三
巻
へ
続
く
足
掛

か
り
的
な
部
分
と
も
な
っ
て
い
る
。
文
体
の
基
本
構
造
は
第
一
巻
同
様
『
秘
密
曼
荼

羅
十
住
心
論（

（（
（

』（
以
下
『
十
住
心
論
』）
の
本
文
に
沿
っ
て
解
釈
を
加
え
、
適
宜
問
答

体
を
取
り
入
れ
論
を
進
め
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

『
十
住
心
論
義
批
』
に
お
け
る
一
考
察　
（
二
）
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二　
『
瑜
伽
論
』
と
『
倶
舎
論
』
と
の
声
聞
地
の
異

『
十
住
心
論
』
の
「
瑜
伽
論
ノ
声
聞
地
ト
与
ハ
レ
倶
舎
論
一
広
略
ヲ
為
ス
レ
異
ト
」

部
で
は
、
注
釈
で
凝
然
は
数
あ
る
小
乗
大
乗
の
違
い
を
二
十
の
項
目
に
分
け
説
い
て

い
る
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、
断
惑
の
相
違
・
六
識
に
対
す
る
認
識
の
相
違
・
智
障

の
認
識
・
不
退
と
な
る
段
階
の
相
違
・
三
分
別
と
定
散
の
対
応
の
異
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
は
大
筋
の
相
違
点
で
あ
る
と
説
明
し
、
詳
細
は
以
下
の
問
答
に
譲
っ

て
い
る（

（（
（

。

以
下
に
展
開
す
る
問
答
で
は
、
引
用
等
も
用
い
さ
ら
に
詳
細
に
大
乗
と
小
乗
の
教

理
の
相
違
を
明
か
し
て
い
る
。

問
婆
沙
倶
舎
等
ノ
中
ニ
具
ニ
明
ス二
声
聞
縁
覚
ノ
行
相
ヲ一
。
瑜
伽
雑
集
唯
識
等
ノ
中
ニ
亦

説
ク二
二
乗
ノ
断
証
等
ノ
相
ヲ一
同
ク
是
レ
一
具
ノ
二
乗
修
断
ナ
リ
。
何
故
ソ
彼
此
所
ソ
二
不

同
ナ一
ル
。
答
フ
二
乗
ノ
断
惑
修
行
等
ノ
相
源
ト
出
リ二
四
阿
笈
摩
ノ
所
説
ニ一
。

問
ふ
。
婆
沙
倶
舍
等
の
中
に
具
に
声
聞
縁
覚
の
行
相
を
明
か
す
。
瑜
伽
雑

集
唯
識
等
の
中
に
亦
二
乗
の
断
証
等
の
相
を
説
く
。
同
じ
く
是
れ
一
具
の

二
乗
断
惑
修
行
等
の
相
源
と
四
阿
笈
摩
の
所
説
に
出
り
。

問
フ
何
故
ソ
瑜
伽
等
ニ
所
ノレ
明
ス
声
聞
ノ
行
位
ノ
相
而
不
二
同
ナ
ル
ヤ
彼
毘
曇
等
ニ一
耶
。
答

フ
不
同
ナ
ル
相
ト
ハ
者
有
リ二
二
義
ノ
意
一
。
一
ニ
ハ
為
ノレ
顕
ン
カ
下
小
乗
ニ
ハ
愚
ニ
シ
テ
於
テ二
諸

法
ニ一
不
了
ノ
説
ナ上
ル
コ
ト
ヲ
故
ニ
。
二
ニ
ハ
為
ノ
三
方
便
シ
テ
漸
ニ々
引
二
向
ン
カ
大
乗
ニ一
故
ニ
。

是
ノ
故
ニ
所
レ
明
ス
行
位
等
ノ
法
ハ
皆
ナ
悉
ク
方
便
シ
テ
順
二
向
シ
テ
大
ニ一
説
カ
故
ニ
不
同
ナ
リ

也
。
既
ニ
非
ス二
是
愚
法
小
乗
ニ一
又
非
ス二
菩
薩
ニ一
。
即
チ
知
ヌ
是
レ
彼
ノ
三
乗
教
ノ
中
ノ
声

聞
乗
ナ
リ
也
已

上
。

問
ふ
。
何
故
瑜
伽
等
に
明
か
す
所
の
声
聞
の
行
位
の
相
彼
の
毘
曇
等
に
不

同
な
る
や
。
答
ふ
。
不
同
な
る
相
と
は
二
義
の
意
有
り
。
一
に
は
小
乗
に

は
愚
に
し
て
諸
法
に
不
了
の
説
な
る
こ
と
を
顕
ん
が
故
に
。
二
に
は
方
便

し
て
漸
々
に
大
乗
に
引
向
ん
か
為
の
故
に
。
是
の
故
に
明
か
す
所
の
行
位

等
の
法
は
皆
悉
く
方
便
し
て
大
に
順
向
し
て
説
く
が
故
に
不
同
な
り
。
既

に
是
れ
愚
法
小
乗
に
非
ず
。
又
菩
薩
に
非
ず
。
即
ち
知
ぬ
。
是
れ
彼
の
三

乗
教
の
中
の
声
聞
乗
な
り
。

問
フ
何
故
ソ
前
ノ
愚
法
二
乗
ニ
ハ
無
ニ二
頓
出
離
一
此
ノ
中
ニ
ハ
有
ル
ヤ
耶
。
答
フ
為
ノレ
顕
ン二
カ

前
ニ
劣
ナ一
ル
コ
ト
ヲ
故
ニ
。
此
ハ
超
二
過
セ
リ
愚
法
二
乗
ニ一
ハ
。
無
ク二
シ
テ
此
ノ
勝
智
一
顕
シ二
テ
彼

ノ
教
劣
ナ一
ル
コ
ト
ヲ
方
便
シ
テ
漸
ク
引
テ
超
テ二
彼
ノ
勝
欲
ヲ一
令
ム二
捨
テレ
小
ヲ
従
ハ一

レ
大
。
故
ニ
作
ス二

是
ノ
説
ヲ一
。

問
ふ
。
何
故
前
の
愚
法
二
乗
に
は
頓
出
離
無
に
此
の
中
に
は
有
る
や
。
答

ふ
。
前
に
劣
な
る
こ
と
を
顕
ん
が
為
の
故
に
。
此
は
愚
法
二
乗
に
は
超
過

せ
り
。
此
の
勝
智
無
く
し
て
彼
の
教
劣
な
る
こ
と
を
顕
し
て
方
便
し
て
漸

く
引
て
彼
の
勝
欲
を
超
て
小
を
大
に
従
は
令
む
。
故
に
是
の
説
を
作
す
。

以
上
の
よ
う
に
大
乗
と
小
乗
の
教
理
の
差
が
ど
う
い
っ
た
点
に
あ
る
の
か
を
説
い

て
い
る
。
初
め
の
問
答
は
小
乗
仏
典
と
大
乗
仏
典
に
説
か
れ
る
声
聞
・
縁
覚
二
乗
の

行
形
態
は
同
じ
く
一
具
に
て
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
な
ぜ
同
じ
で
は
な
い
の
か

と
い
う
問
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
答
で
は
四
阿
笈
摩（

（（
（

に
説
か
れ
る
説
に
則
る
と
し

て
い
る
。

次
の
問
答
は
瑜
伽
と
毘
曇
で
は
声
聞
の
行
位
が
同
じ
で
な
い
理
由
を
説
い
て
い

る
。
答
え
と
し
て
二
つ
の
意
義
を
説
い
て
い
る
。
一
つ
め
の
理
由
と
し
て
、
小
乗
に

お
け
る
法
は
愚
法
で
あ
り
未
完
成
の
法
で
あ
る
こ
と
を
表
す
た
め
。
二
つ
め
の
理
由

と
し
て
、
最
終
的
に
大
乗
へ
向
か
わ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
様
々
な
方
便
を
使
う

た
め
単
純
に
同
じ
行
位
を
経
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
続
く
次
の

問
答
で
は
、
小
乗
の
二
乗
と
大
乗
の
二
乗
と
で
頓
出
離
の
義
の
有
無
に
関
し
て
解
釈

す
る
。
こ
こ
で
は
前
（
小
乗
）
を
愚
法
と
し
、
頓
出
離
の
義
は
小
乗
の
義
を
超
え
て

い
る
と
し
て
い
る
。
大
乗
に
お
い
て
は
こ
の
義
を
基
に
小
乗
よ
り
大
乗
へ
向
か
わ
せ

る
旨
を
合
わ
せ
て
述
べ
て
い
る
。

基
本
的
に
第
四
住
心
の
こ
の
部
分
は
小
乗（
主
に
毘
曇
や
倶
舍
）と
大
乗（
瑜
伽
等
）
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と
の
両
方
に
て
説
か
れ
る
声
聞
・
縁
覚
の
行
位
の
相
違
を
述
べ
る
箇
所
で
あ
る
。
ど

の
問
答
に
お
い
て
も
、
小
乗
に
お
け
る
声
聞
・
縁
覚
の
義
は
未
完
の
義
で
あ
り
、
大

乗
に
お
け
る
声
聞
・
縁
覚
の
義
は
大
乗
に
至
る
た
め
の
方
便
・
入
り
口
と
し
て
解
釈

さ
れ
て
い
る
事
が
共
通
の
項
目
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
事
が
分
か
る
。

ま
た
、
後
の
二
つ
の
問
答
は
、
問
い
、
答
え
と
も
に
『
華
厳
五
教
章
』
か
ら
の
引

用
で
あ
る
。
第
一
巻
で
も
見
ら
れ
た
傾
向
で
あ
る
が
、
重
要
な
教
理
に
関
し
て
は
自

ら
の
言
葉
で
は
な
く
先
徳
の
論
書
等
に
依
っ
て
解
釈
し
て
い
る
。
以
上
の
問
答
で
も

こ
れ
ら
の
傾
向
が
同
様
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

三　
『
義
批
』
に
お
け
る
七
方
便
・
四
沙
門
果
に
つ
い
て

七
方
便
と
は
、
見
道
に
至
る
ま
で
の
段
階
で
七
賢
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、

停
心
・
別
相
念
住
・
総
相
念
住
・
煗
善
根
・
頂
善
根
・
世
第
一
法
の
七
段
階
か
ら
な

る
。
四
沙
門
果
は
須
陀
洹
果
・
斯
陀
含
果
・
阿
那
含
果
・
阿
羅
漢
果
の
四
種（

（（
（

で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
『
義
批
』
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
な
点
は
特
に
は
見
受
け

ら
れ
な
い
。
停
心
か
ら
世
第
一
法
に
至
る
ま
で
凝
然
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
「
既
存

の
仏
教
教
学
に
お
け
る
理
解
」
の
範
囲
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
唯
一
特
徴

を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
七
方
便
・
四
沙
門
果
に
限
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
引
用
経
典
・
論

書
が
使
わ
れ
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
。『
第
四
住
心
』
第
一
巻

に
お
い
て
教
理
解
説
を
行
う
場
合
多
く
は
『
大
乗
義
章
』
や
『
大
智
度
論
』
と
言
っ

た
論
書
を
使
用
し
、
種
々
の
問
答
の
答
え
を
そ
の
ま
ま
引
用
文
に
て
解
説
す
る
場
合

も
多
く
見
受
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
段
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
自
ら
の
言
葉
で
解
説
を
行
っ

て
お
り
引
用
箇
所
は
数
ヵ
所
し
か
見
ら
れ
な
い
。
前
巻
ま
で
に
こ
う
い
っ
た
傾
向
が

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
第
二
巻
以
降
の
考
察
に
お
い
て
新
た
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四　

小
乗
二
十
部
に
つ
い
て

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
引
用
さ
れ
る
経
論
の
傾
向
が
大
き
く
変
わ
り
、
主
に
『
文

殊
師
利
問
経（

（（
（

』『
異
部
宗
輪
論（

（（
（

』『
異
部
宗
輪
論
述
記（

（（
（

』
等
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。『
文
殊
師
利
問
経
』が
多
分
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は『
十
住
心
論
』

自
身
に
て
引
用
さ
れ
て
い
る
点
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
他
『
義
批
』
の
中
で

も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

問
フ
言
テ
三
宗
輪
論
等
ニ
有
リ二
ト
二
十
部
一
不
シレ
テ
出
サ二
彼
ノ
文
ヲ一
而
モ
引
ク二
文
殊
問
経
ヲ一

有
ラ二
ン
何
ノ
所
以
カ一
。

答
広
相
起
因
具
ニ
在
リ二
宗
輪
ニ一
。亦
タ
是
レ
已
起
ノ
乘
諍
分
部
所
レ
列
ス
ル
分
明
ナ
リ
。故
ニ

全
ク
依
ルレ
論
ニ
。
文
殊
問
経
ニ
具
ニ
列
ネ二
部
ノ
名
ヲ一
更
ニ
作
テ二
偈
頌
ヲ一
総
摂
シ
テ
明
スレ
之
ヲ
。

亦
タ
明
ス二
カ
大
乗
所
流
ノ
相
状
ヲ一
故
ニ
引
テ二
経
ノ
頌
ヲ一
顕
スレ
無
キ二
コ
ト
ヲ
是
非
一
。
又
文
殊
問

経
十
八
ニ
二
十
ハ
是
レ
仏
ノ
懸
二
記
シ
タ
マ
フ
未
来
ニ
応
シ一
トレ
起
ル
（
（（
（

。

問
ふ
、
宗
輪
論
等
に
二
十
部
有
り
と
言
て
彼
の
文
を
出
さ
ず
し
て
而
も
文

殊
問
経
を
引
く
。
何
の
所
以
か
有
ら
ん
。

答
ふ
広
相
起
因
具
に
宗
輪
に
有
り
。
亦
た
是
れ
已
起
の
乘
諍
分
部
列
す
る

所
分
明
な
り
。
故
に
全
く
論
に
依
る
。
文
殊
問
経
に
具
に
部
の
名
を
列
ね

更
に
偈
頌
を
作
て
総
摂
し
て
之
を
明
か
す
。
亦
た
大
乗
所
流
の
相
状
を
明

か
す
が
故
に
経
の
頌
を
引
き
て
是
非
無
き
こ
と
を
顕
す
。
又
、
文
殊
問
経

十
八
に
二
十
は
是
れ
仏
の
未
来
に
起
る
べ
し
と
懸
記
し
た
も
う
。

こ
の
一
文
に
よ
れ
ば
、
部
派
分
派
の
起
因
等
に
関
し
て
『
異
部
宗
輪
論
』
が
最
も

詳
細
に
説
い
て
お
り
、
凝
然
も
ま
た
こ
れ
に
依
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

『
文
殊
師
利
問
経
』
は
詳
細
に
説
か
れ
る
そ
れ
ら
の
分
派
の
状
況
と
、
十
八
部
と
本

の
二
部
は
、
大
乗
よ
り
出
で
て
い
る
こ
と
を
簡
潔
に
頌
に
ま
と
め
て
い
る
事
な
ど
を

根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
『
異
部
宗
輪
論
』
と
『
文
殊
師
利
問
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
『
義
批
』
で
は

「
我
説
未
来
起
」
の
注
釈
箇
所
に
て
次
の
様
に
触
れ
て
い
る
。
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言
フ二
我
説
未
来
起
ト一
者
如
来
懸
カ
ニ
記
シ
玉
ヘ二
リ
未
来
ノ
之
事
ヲ一
。
如
シ二
仏
ノ
懸
記
ノ一
。
実
ニ

有
リ二
此
ノ
事
ニ一
。
故
ニ
二
十
部
ニ
有
リ二
懸
記
ノ
事
一
。
有
リ二
已
起
ノ
事
一
。
文
殊
問
経
ト
舎

利
弗
問
経
ト
ノ
二
十
部
ハ
者
並
ニ
是
レ
如
来
ノ
未
来
記
ナ
リ
也
。
彼
ノ
宗
輪
論
ノ
二
十
部
ハ

者
是
レ
已
起
ノ
事
ナ
リ
。
与
レ
仏
ノ
懸
記
一
契
合
相
応
シ
テ
無
シレ
有
ル二
コ
ト
違
背
一

（
（（
（

。

我
説
未
来
起
と
言
ふ
は
如
来
懸
か
に
未
来
の
事
を
記
し
玉
へ
り
。
仏
の
懸

記
の
如
し
。
実
に
此
の
事
有
り
。
故
に
二
十
部
に
懸
記
の
事
有
り
。
已
起

の
事
有
り
。
文
殊
問
経
と
舎
利
弗
問
経
と
の
二
十
部
は
並
に
是
れ
如
来
の

未
来
記
な
り
。
彼
の
宗
輪
論
の
二
十
部
は
是
れ
已
起
の
事
な
り
。
仏
の
懸

記
と
契
合
相
応
し
て
違
背
有
る
こ
と
無
し
。

『
文
殊
師
利
問
経
』
と
『
異
部
宗
輪
論
』
は
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
未
来
の
出
来
事

を
記
し
た
も
の
と
、
既
に
起
こ
っ
た
過
去
の
出
来
事
を
ま
と
め
た
も
の
と
い
う
違
い

が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
相
違
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
た
め
『
異
部

宗
輪
論
』
は
『
文
殊
師
利
問
経
』
と
変
わ
ら
な
い
位
置
の
論
書
と
し
て
『
義
批
』
に

お
い
て
も
度
々
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、『
義
批
』
で
は
度
々
『
文
殊
師
利
問
経
』
が
如
来
が
未
来
起
を
予
測
し

た
こ
と
を
表
し
た
経
典
で
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
説
い
て
い
る
。
例
え
ば
、

元
照
云
。
無
シ二
ト
ハ

是
非
一

者
経
ニ

云
ク
。
仏
告
ハ二
ク

文
殊
師
利
ニ一
。
未
来
ニ

我
弟
子

有
リ二
二
十
部
一
。
能
ク
令
ムレ
住
セ二
二
十
部
ニ一
者
ノ
並
ニ
得
二
四
果
ヲ一
三
蔵
平
等
ナ
リ
。
無
シ二

下
中
上
一
譬
ハ
如
シ二
海
水
ノ
味
ニ
無
キ一
カレ
有
ルレ
コ
ト
異
。
如
二
人
ニ
有
ルレ
二
十
子
一
。
其
レ
実
ニ
ハ

如
来
ノ
所
説
ナ
リ
。
懸
二
記
タ
マ
フ
滅
後
ヲ一
故
ニ
云
フ二
未
来
起
ト一
（
（（
（

已
上

元
照
の
云
く
。
無
是
非
と
は
経
に
云
く
。
仏
文
殊
師
利
に
告
は
く
。
未
来

に
我
が
弟
子
二
十
部
有
り
。

能
く
二
十
部
に
住
せ
し
む
者
の
並
に
四
果
を
得
、
三
蔵
平
等
な
り
。
下
中

上
無
し
譬
ば
海
水
の
味
に
異
有
る
こ
と
無
き
が
如
し
。
人
に
二
十
子
有
る

如
し
。
其
れ
実
に
は
如
来
の
所
説
な
り
。
滅
後
を
懸
記
し
た
ま
ふ
故
に
未

来
起
と
云
ふ
。
已

上

文
殊
問
経
ニ
云
ク
十
八
及
ヒ
本
二
ニ
皆
ナ
従
リ二
大
乗
一
出
ツ
（
（（
（

。

文
殊
問
経
に
云
く
。
十
八
及
び
本
の
二
に
皆
な
大
乗
従
り
出
づ
。

以
上
、
初
め
の
「
我
説
未
来
起
」
の
注
釈
部
に
加
え
、
こ
れ
ら
二
文
か
ら
も
窺
え

る
よ
う
に
凝
然
は
、
部
派
各
派
の
縁
起
由
来
を
説
く
中
で
、『
文
殊
師
利
問
経
』
が

如
来
が
未
来
を
予
見
し
述
べ
た
経
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
主
張
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る（

（（
（

。

こ
れ
以
降
の
部
派
分
派
に
つ
い
て
も
『
義
批
』
は
専
ら
『
文
殊
師
利
問
経
』『
異

部
宗
輪
論
』
を
中
心
と
し
た
論
の
展
開
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
箇
所
に
お
い
て

も
前
項
目
同
様
に
重
要
概
念
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
論
書
・
経
典
の
引
用
を
用
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
は
小
乗
分
派
に
関
し
て
述
べ
る
前
の
段
階
と
し
て
、
小
乗
分
派
が
如
来
に
よ

っ
て
予
言
さ
れ
た
も
の
（
未
来
起
）
で
あ
り
、
且
つ
『
異
部
宗
輪
論
』
に
よ
っ
て
そ

れ
ら
予
言
が
現
実
に
起
こ
っ
た
過
去
の
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
箇

所
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
述
べ
る
点
は
、
そ
れ
ら
を
受
け
て
小
乗
二
十
部
の
分
派
の
様
子
に
関
し
て
説

い
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

『
十
住
心
論
』
本
文
は
『
文
殊
師
利
問
経
』
に
従
い
、
八
句
の
頌
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
れ
を
釈
し
『
義
批
』
で
は
如
来
在
世
の
時
に
如
来
が
声
聞
に
四
諦
十
二
因
縁
等
の

法
を
最
初
に
示
し
て
か
ら
の
分
派
の
一
連
の
流
れ
が
順
を
追
っ
て
説
か
れ
て
い
る
。

如
来
の
未
来
起
た
る
所
以
を
述
べ
た
後
、中
盤
に
お
い
て『
文
殊
師
利
問
経
』と『
異

部
宗
輪
論
』
に
お
け
る
小
乗
各
派
の
呼
称
の
相
違
を
列
挙
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
二
十
部

の
梵
漢
の
表
記
対
校
を
こ
の
後
に
行
っ
て
い
る（

（（
（

。こ
れ
ら
は『
文
殊
師
利
問
経
』と『
異

部
宗
輪
論
』
と
の
解
釈
に
差
異
が
無
い
こ
と
を
改
め
て
説
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
箇
所
に
お
け
る
最
後
の
問
答
は
部
派
の
分
部
の
解
釈
に
幾
種
あ
る
か
と
い
う

も
の
で
あ
る
。『
義
批
』
で
は
二
部
・
五
部
・
十
二
部
・
十
八
部
・
五
百
部
の
六
種

で
あ
る
と
説
い
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
は
頼
瑜
と
同
じ
解
釈
で
あ
る
。
頼
瑜
も
『
十
住
心
論

衆
毛
鈔
』
に
お
い
て
同
様
の
解
釈
を
述
べ
て
い
る
。

凝
然
は
さ
ら
に
各
説
を
詳
細
に
説
い
て
お
り
、
六
種
あ
る
解
釈
そ
れ
ぞ
れ
に
異
説
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が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
加
え
て
解
説
し
て
い
る（

（（
（

。

こ
の
巻
に
お
い
て
特
徴
的
な
記
述
が
見
ら
れ
る
の
が
、
最
後
部
の
「
具
釈
如
余
」

に
関
す
る
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
一
節
は
『
十
住
心
論
』
に
お
い
て
『
文
殊
師
利
問
経
』

の
八
句
の
頌
の
解
釈
に
つ
い
て
他
の
論
書
に
譲
る
と
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
の
解
説
に
頼
瑜
と
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

頼
瑜
は
「
具
釈
如
余
」
は
『
異
部
宗
輪
論
』
を
指
し
て
い
る
と
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た

対
抗
す
る
説
と
し
て
『
三
論
玄
義（

（（
（

』『
義
林
章（

（（
（

』
の
説
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
凝
然
は
慈
恩
大
師
の
『
異
部
宗
輪
論
述
記
』、
元
照
の
『
四
分
律
含
註
戒
本
疏
行

宗
記（

（（
（

』、
懐
素
の
『
開
宗
記（

（（
（

』、
定
賓
の
『
飾
宗
義
記（

（（
（

』、
大
覚
の
『
四
分
律
行
事
鈔

批（
（（
（

』、
景
霄
の
『
簡
正
記（

（（
（

』
を
該
当
論
書
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
頼
瑜
が
指
摘
し

て
い
る
論
書
と
凝
然
が
指
摘
し
て
い
る
も
の
の
間
に
相
違
が
見
ら
れ
る
の
は
、『
十

住
心
論
』
の
本
文
に
お
い
て
「
釈
余
如
」
と
特
定
の
経
論
を
指
摘
し
て
い
な
い
こ
と

も
大
き
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
各
諸
師
の
立
場
を
準
じ
た
説
が

立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
部
分
に
お
い
て
挙
げ
る
べ
き
点

は
、
定
賓
は
懐
素
を
批
難
し
た
と
い
う
相
対
し
た
立
場
に
あ
る
人
物
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
凝
然
が
両
師
の
名
を
並
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
様
々
な
論

書
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
多
く
の
理
解
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
凝
然
の
姿
勢
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
と
め

本
論
に
お
い
て
扱
っ
た
範
囲
は
前
巻
に
比
べ
、
諸
師
と
の
見
解
の
相
違
を
中
心
と

し
た
特
徴
は
そ
う
多
く
は
な
い
と
言
え
る
か
と
思
わ
れ
る
。し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、

凝
然
の
持
つ
「
既
存
の
仏
教
教
理
に
基
づ
く
理
解
」
と
い
う
視
点
か
ら
外
れ
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
根
拠
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
声
聞
地
の
基
本
理
解

に
関
し
て
『
倶
舎
論
』
に
基
づ
い
て
解
説
を
行
っ
た
り
、
部
派
分
派
の
様
子
を
説
く

範
囲
に
お
い
て
は
『
十
住
心
論
』
に
引
か
れ
る
『
文
殊
師
利
問
経
』
や
対
と
し
て
い

る
『
異
部
宗
輪
論
』
を
基
本
と
し
た
引
用
を
展
開
し
論
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
そ
の

点
を
表
し
て
い
る
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
『
第
四
義
批
』
第
二
巻
に
お
い
て
も
第
一
巻
に
見
ら
れ
た
「
確

か
な
論
書
・
経
論
に
依
る
」
と
い
う
点
が
確
認
さ
れ
た
と
共
に
「
既
存
の
仏
教
教
学

理
解
に
基
づ
く
」
と
い
う
凝
然
の
基
本
姿
勢
も
合
わ
せ
て
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た

と
言
え
る
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
最
後
の
部
分
の
「
愚
釈
如
余
」
の
注
釈

に
お
い
て
独
自
の
も
の
と
思
わ
れ
る
論
書
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
は
、
凝
然
の
思
想
背

景
を
探
る
手
が
か
り
の
特
筆
す
べ
き
点
の
一
つ
と
し
て
今
後
重
要
な
手
が
か
り
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

第
一
巻
に
お
い
て
『
大
智
度
論
』『
大
乗
義
章
』
を
中
心
に
論
を
展
開
し
て
い
た

こ
と
、
ま
た
今
回
第
二
巻
に
お
い
て
見
ら
れ
た
新
た
な
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
上
で

今
後
の
『
義
批
』
考
察
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

『
義
批
』
は
未
だ
大
部
分
が
翻
刻
の
済
ん
で
い
な
い
未
刊
の
文
献
で
あ
る
。
今
後
、

翻
刻
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
期
に
活
躍
し
た
凝
然
が
ど
の
よ
う
な
思
想
を

『
義
批
』
に
記
し
た
の
か
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え
る
。

                                                                     　

註
（1）
『
十
住
心
論
義
批
』
は
『
第
四
義
批
』『
第
五
義
批
』『
第
六
義
批
』『
第
九
義

批
』か
ら
な
る
論
書
で
あ
る
。『
十
住
心
論
義
批
』全
体
を
指
す
場
合
は『
義
批
』

と
略
す
が
、
四
・
五
・
六
そ
れ
ぞ
れ
単
体
を
指
す
場
合
は
『
第
○
義
批
』
と
表
記

す
る
。

（2）
写
本
の
現
存
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
小
峰
彌
彦
「『
十
住
心
論
義
批
』
の
研
究

（
一
）―

―

未
刊
写
本
『
義
批
』
の
紹
介
並
註
釈―

―

」（
大
正
大
学
研
究
紀
要

第
六
八
輯
昭
和
五
九
年
）
に
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
翻
刻
校
訂
に

は
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
、
智
積
院
所
蔵
本
、
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
本

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
よ
っ
て
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
本
は
対
校

で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
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（3）
『
智
山
全
書
』
第
七
巻
収
録

（4）
『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
第
三
七
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）

（5）
凝
然
と
頼
瑜
は
直
接
交
流
し
た
と
い
う
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
木
幡
観

音
院
真
空
（
一
二
〇
四
年
～
一
二
六
八
年
）
の
下
で
同
時
期
に
居
住
し
て
い
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
て
い
る
。

　

小
峰
彌
彦
「『
十
住
心
論
義
批
』
の
研
究
（
二
）」（
大
正
大
学
研
究
紀
要
第

六
九
輯　

一
三
六
頁
参
照
）

（6）
藤
丸
要
「
凝
然
教
学
の
根
本
的
立
場
」（『
仏
教
学
研
究
』
第
五
六
号　

二
〇
〇
二
年
）　

等

（7）
『
大
正
蔵
』
第
四
四
巻　

N
o.1851

（8）
『
大
正
蔵
』
第
二
五
巻　

N
o.1509

（9）
注
釈
範
囲
は
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
二
巻　

第
四
住
心
冒
頭
～
一
五
三
頁

七
行
目
ま
で

（10）
『
大
正
蔵
』
第
三
〇
巻　

N
o.1579

（11）
『
大
正
蔵
』
第
二
九
巻　

N
o.1558

（12）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
二
巻　

一
四
九
頁
一
一
行
目
～
一
五
三
頁
七
行
目

「
具
釋
如
レ
餘
」
ま
で

（13）
受
三
帰
地
・
信
地
・
信
法
地
・
内
凡
夫
地
・
学
信
戒
地
・
八
人
地
・
斯
陀
含
地
・

阿
那
含
地
阿
羅
漢
地
の
十
地
。

（14）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
二
巻
収
録

（15）
如
レ
是
ノ
等
ノ
異
大
小
二
教
種
々
無
量
ナ
リ
。
不
レ
可
二
勝
計
ス一
。
今
ハ
且
ク
大
途
広
略
ノ

異
ノ
ミ
ナ
リ
耳
。
小
峰
彌
彦
「『
十
住
心
論
義
批
』
の
研
究
（
二
）」（
大
正
大
学
研

究
紀
要
第
六
九
輯　

一
四
一
頁
下
段
）

（16）
四
阿
含
に
同
じ
。
長
阿
含
・
中
阿
含
・
雑
阿
含
・
雑
一
阿
含
の
四
種
。

（17）
『
長
阿
含
』
に
表
記
さ
れ
る
四
沙
門
果
。

（18）
『
大
正
蔵
』
第
一
四
巻　

N
o.0468

（19）
『
大
正
蔵
』
第
四
九
巻　

N
o.2031

（20）
『
卍
続
蔵
経
』
第
八
三
巻

（21）
小
峰
彌
彦
「『
十
住
心
論
義
批
』
の
研
究
（
二
）」（
大
正
大
学
研
究
紀
要
第

六
九
輯　

一
五
〇
頁
上
段
）

（22）
右
同　

一
五
一
頁
上
段

（23）
但
し
『
文
殊
師
利
問
経
』
と
『
異
部
宗
輪
論
』
と
で
は
訳
語
は
訳
人
に
よ
っ
て

異
な
る
と
し
て
、
対
応
す
る
二
〇
部
各
部
の
表
記
を
本
文
の
中
で
対
校
し
て
い

る
。

（24）
小
峰
彌
彦
「『
十
住
心
論
義
批
』
の
研
究
（
二
）」（
大
正
大
学
研
究
紀
要
第

六
九
輯　

一
五
〇
頁
下
段
）

（25）
右
同　

一
五
〇
頁
下
段

（26）
ち
な
み
に
同
時
代
の
真
言
僧
と
し
て
し
ば
し
ば
名
前
を
挙
げ
ら
れ
る
頼
瑜

（
一
二
二
六
年
～
一
三
〇
四
年
）
の
書
『
十
住
心
論
衆
毛
鈔
』（『
真
言
宗
全
書
』

第
一
〇
巻
収
録
）
に
お
い
て
も
『
文
殊
師
利
問
経
』
巻
下 

分
別
部
品
よ
り
、

爾
時
文
殊
師
利
白
レ
佛
言
。
世
尊
佛
入
涅
槃
ノ
後
未
来
ノ
弟
子
云
何
諸
部
分

別
。
云
何
根
本
部
佛
告
二
文
殊
師
利
一
。
未
来
ノ
我
弟
子
有
二
二
十
部
一
。
能

令
二
下
諸
法
一
住
上
。
二
十
部
並
得
二
四
果
ヲ一
。
三
蔵
平
等
ニ
シ
テ
無
二
下
中
上
一
。

譬
ハ
如
ク
二
海
水
ノ
味
無
キ一
カレ
有
ルレ
コ
ト
異
。
如
シ
三
人
ニ
有
ル二
カ
二
十
子
一
。
真
実

如
来
ノ
所
説
ナ
リ
。

　

と
い
う
一
文
が
本
文
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、『
義
批
』
と
同
様
の
部
分
を
部
派

分
派
の
根
拠
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（27）
『
文
殊
師
利
問
経
』
→
『
異
部
宗
輪
論
』

　

執
一
語
言
→
一
説
部　

出
世
間
語
言
→
説
出
世
部　

高
狗
利
柯
→
鶏
胤
部　

只
底
舸
→
製
多
山
部　

法
勝
→
法
上
部　

賢
→
賢
冑
部　

一
切
所
貴
→
正
量　

芿
→
密
林
山
部　

大
不
可
貴
→
化
他
部　

法
護
→
法
蔵
部　

迦
葉
毘
→
飲
光
部

修
始
路
→
経
部　

等
。

（28）『
文
殊
問
経
』『
異
部
宗
輪
論
』対
校
、部
派
各
派
名
梵
漢
対
校
は
、小
峰
彌
彦「『
十

住
心
論
義
批
』
の
研
究
（
二
）」（
大
正
大
学
研
究
紀
要
第
六
九
輯　

一
五
一
頁
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上
段
～
一
五
一
頁
下
段
）

（29）
小
峰
彌
彦
「『
十
住
心
論
義
批
』
の
研
究
（
二
）」（
大
正
大
学
研
究
紀
要
第

六
九
輯　

一
五
二
頁
下
段
）

（30）
二
部
説
に
二
種
。
五
部
説
に
二
種
。
一
二
部
説
は
一
種
。
二
〇
部
説
に
三
種
。

五
百
部
説
に
関
し
て
は　

そ
の
名
の
み
が
存
在
し
相
状
に
関
し
て
は
明
ら
か
で

な
い
と
し
て
い
る
。

（31）
『
十
住
心
論
衆
毛
鈔
』
真
言
宗
全
書
第
一
〇
巻
二
四
〇
頁
下
段
参
照

具
釈
如
余
ト
者
指
二
宗
輪
論
一
。
彼
経
論
具
ニ
明
二
二
十
部
ヲ一
故
。

（32）
『
大
正
蔵
』
第
四
五
巻　

N
o.1852

（33）
『
大
正
蔵
』
第
四
五
巻　

N
o.1861

（34）
『
卍
続
蔵
経
』
第
六
二
巻

（35）
『
卍
続
蔵
経
』
第
六
六
巻

（36）
『
卍
続
蔵
経
』
第
六
六
巻

（37）
『
卍
続
蔵
教
』
第
六
七
巻

（38）
『
卍
続
蔵
教
』
第
六
八
巻


